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＜連絡事項＞

・本日、15時から病院２Ｆ会議室で食事サービス提供委員会があります。病棟からは、内城さんが出席し、問題点として「台車のおぼんが熱すぎて持てない」という事をあげています。

＜患者様連絡事項＞

・森　エツ様～痔疾用剤持参してきています。主治医に確認した所、寝る前に挿肛塗布の指示出ています。便の回数・便の性状・肛門部の状態の観察を忘れずに行なっていきましょう。持参の痔疾用剤が無くなり次第当院処方になります。又、田子病院から持参された心電図の所見をご家族の方が見えたら返却して下さい。Ｂのスタッフオフィスのカウンターの上に置いておきます。

・佐々木　富雄様～１４日の13:30～15:00の外出予定でしたが、本人床屋や風呂にも入りたいと希望あり、10:00～15:30に時間変更しています。姉様からの承諾は得ています。又、主治医には情報提供済みです。

・坂本　良雄様～精神症状鎮静してきた為、5/17からリントン止めとなります。減薬後の精神症状観察お願いします。

・高橋　礼子様～精神症状鎮静してきた為、5/17からバレリン６Ｔ→３Ｔへ減薬となります。精神症状の観察お願いします。

・坂　貢様～タバコの本数が変更になっています。各食後3本-16時2本になっていますので、間違えないよう渡して下さい。

・麦澤　守様、田中　秀昌様～それぞれ症状安定し、ご家族の受け入れ態勢整った為、本日退院されています。

・木村　義重様～本日の夕食より本人希望にてご飯大盛に変更になっています。

＜ＯＴより一週間の報告＞

・小野寺　文明様～ここ数日「具合が悪い」との強い訴え聞かれ、継続して参加出来ていない状態です。ＯＴに継続して参加出来る事を現段階の目標としています。

・上野　千奈津～日によって訴えが変わり継続して参加出来ていません。ＯＴに参加できた時は集中して取り組む事できています。現段階の目標としてＯＴ室まで来れる事を目標としています。

・種市　久子様～ここ２・３日は参加できているが、「スタッフが意地悪をするんです」「安ヶ平先生が若松さんの事を悪く言うんです」と話されていました。初めは話を聞き途中より、刺繍を促した所、最後まで集中して取り組む事出来ていました。今後の目標として、継続して参加出来る事をあげています。

・木ノ下　ツヨ様～症状落ち着いてきており、今の能力を落とさない為にもＯＴの導入を考えています。本人へ参加の確認とり、主治医に情報提供していき指示仰いでいきます。

・蝦夷森　重男様～他患者様を通し、ＯＴから色塗りの道具を持ってくるよう頼んでいるようですが、１セット準備し日中に行なって頂く様促していきます。

・東海林　康之様～状態落ち着いており、指示通り行なう事できています。　

・北山　幸博様～集中して最後まで参加する事できています。

・砂葉　良子様～多弁さは無いも、眠気の強さ見られており、その都度声がけしています。

・小笠原　久年様～時折、「影の声がする」等といった幻聴様の発言聞かれていますが、独語や大声を上げる事や立ち歩きなどはありません。

＜新入院患者様について＞

土井　勝弘様　45歳　　病名：アルコール依存症・人格障害　　入院形態：任意入院　　

担当Dr：猪俣Dr

　当院、４回目の入院。本日、断酒の為入院希望し東Ａの9号室に入院となっています。Ｈ18年4月3日に当院退院するも間もなく飲酒再開し、連続飲酒状態で顔面を強打し右顔面打撲等あり。最終飲酒は昨日で缶チューハイ350mlを1本。本日、発汗・歩行のふらつきなし。呂律良好。手指の振戦あり。アルコールプログラムへの参加、退院後の断酒会への参加、通院・服薬の約束をした上で任意入院となっています。

食事摂取困難から本日より点滴３本／日×5日分処方となっています。離脱症状が出たらすぐに主治医へ上申し指示を仰いで下さい。又、点滴が5分処方となっていますが、食事摂取出来ていたらそのまま終了。摂取出来ていない時は医師に報告し点滴の指示を仰いで下さいということです。

＜今後のケア＞

　離脱症状・摂取状態・睡眠・歩行の観察をし、アルコールプログラムに参加して頂き断酒の意思を確立していく。













